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論文審査の要旨（400字以内） 

 

本研究は結腸癌のリンパ節転移診断において従来の病理学的診断より精度

で優れる OSNA法について、新たに摘出リンパ節の一括測定を行う OSNAプ

ール法（pOSNA法）を考案して検証を行った臨床研究である。従来の OSNA

法では摘出リンパ節を 1個ずつ処理して CK19 mRNAを測定するが、pOSNA

法では摘出リンパ節を一括処理して一度に測定している。摘出リンパ節を半

割して病理学的検査によるリンパ節転移診断と比較した結果、一致率 89.1%、

感度 84.6%、特異度 90.9%であり、pOSNA法による Up stage率は 9.1%であ

った。これより pOSNA法は病理学的検査と同等以上の診断精度を有し、従来

の OSNA 法と比較して検査時間の短縮、手技の簡便化、コストの削減が期待

でき、臨床での実用性が期待される重要な知見が得られていることより、本論

文を博士（医学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
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